
　　　　　　 平 成 ２ ９ 年 第 ２ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

　　　（６月12日　１番～３番　・　６月13日　４番～９番　・　６月14日　10番～14番）
※　６月12日

一括
一問
一答

１．和田市政３期目の意気込みは

(1) 全会計1,000億円超の積極型予算について

・市税収入について

・積極的な公共投資と市債残高について

(2) 万一の事態への備えについて

・北朝鮮の核開発，ミサイル発射実験について

・防災体制強化費について

(3) 公立小松大学について

・「2018年問題」と言われる中での学生確保について

・卒業後の就職について

・安定した大学経営について

・校章や校歌，学生証について

(4) 小松駅周辺の整備について

・（仮称）小松駅南ブロック複合施設について

・（仮称）市民交流ラウンジについて

・（仮称）小松駅南駐車場について

(5) 今後の本市農業の展望について

・農林水産省から就任された環境共生部長の見解を

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

代表質問
会派自民
浅野　清利

○1

1



※　６月12日

一括
一問
一答

１．３期目にあたり市長選挙の結果について

・投票率，候補者別得票数を見て市民からの負託をどう受

け止められたのか

２．「躍動！小松」これからの市政運営について

・４年間の市政運営について具体的に

・副市長人事は

・（仮称）小松駅南ブロック複合施設についてＴＭＯの１

階から３階までの定期賃貸借について

３．公立小松大学について

・選挙の大きな争点となった結果をどのように受け止めて

いるのか

・公立小松大学の名称，大学設置について議会が承認して

いると言われるが，いつの時期に，また，どの議案をも

ってそのように言われるのか

・安定した大学経営で市税の投入は一切なし，大切な税金

を１円もムダにしないと選挙公報で言われているが，市

民，議会に約束できるのか

・文部科学省における「天下り問題」がクローズアップさ

れているが，公立小松大学は大丈夫なのか

・設置について，2018年問題，小規模大学，マルチキャン

パス，市民の注目度は高い。若者が増え，まちに賑わい

と活力が生まれるのか

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

2 ○
代表質問

自民党こまつ
宮西　健吉

2



※　６月12日

一括
一問
一答

４．指定ゴミ袋制度について

・廃棄物の減量化及び適正処理等に関する条例について

・超過従量制について

・なぜ税金でゴミ袋を作らなければならないのか

・家庭系ゴミと事業ゴミについて。また，マナー袋につい

て

・可燃ゴミの推移について

５．企業誘致について

・正蓮寺エリアの産業用地について

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

代表質問
自民党こまつ
宮西　健吉

○2

3



※　６月12日

一括
一問
一答

１．３期目にあたり最重点政策は

・健康，福祉と幸せを全力追求

・もっとたくましく活気溢れるまちづくり

・市民目線と民間手法で改革を続行

・世界とつなぐ国際都市こまつを掲げ，その中で公約60項

目を掲げてあるが全てが重要であると思われる。特に力

を入れたい最重点政策は

２．新幹線駅舎と駅周辺整備について

・新幹線駅舎建築のスケジュールについて

・駅周辺整備計画の内容および財源について（市民交流ラ

ウンジ，屋根付き通路，立体駐車場と南ブロック接続改

修，小松駅南駐車場整備）

・（仮称）こまつ学生まちなか文化・交流館整備の内容お

よび財源について

・南加賀のターミナル整備計画および課題について

３．南加賀の中核病院としての小松市民病院のレベルアップに

ついて

・予防拠点，救急拠点として市民病院のレベルアップの考

えは

・今回購入する高規格救急車の規格内容と購入費および財

源内容

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

3 ○
代表質問
みどりの風
宮川　吉男

4



※　６月12日

一括
一問
一答

４．中山間地の活性化について

(1) 金野，西尾，波佐谷小学校統廃合について

・３校統合する目的は

・今後のスケジュールについて

・小中一貫教育と義務教育学校の違いは

(2) 酒造りと酒米作りについて

・事業の目的と内容および財源は

(3) 遊泉寺銅山跡整備事業

・事業の整備方針と内容および財源は

５．粟津温泉の活性化について

・来年，粟津温泉開湯1300年記念の交流広場事業のスケジ

ュールについて

・プレ開湯1300年祭としての交流広場協力支援の考えは

・ボンネットバスの現状および運行計画は

・旅館利用者への援助拡大の考えは

・廃旅館に対しての対応策は

６．オール加賀会議の連携について

・「加賀の國　観光グランキャブ」運行と効果について

・オール加賀会議の平成29年度事業計画並びに推進の考え

は

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

3 ○
代表質問
みどりの風
宮川　吉男

5



※　６月12日

一括
一問
一答

７．明峰駅周辺の整備と小松粟津間に新駅設置構想について

・来年明峰駅設立30周年を迎え，周辺整備計画の考えは

・小松粟津間新駅設置についての考えは

８．千松閣について

・今後の方向性について

代表質問
みどりの風
宮川　吉男

○3

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

6



※　６月13日

一括
一問
一答

１．公立小松大学について

(1) 受け入れ態勢について

・受験者数をどれくらい見込んでいるのか

・県内，県外の比率は

・宿舎の斡旋について

・空き家利用は

・学食について

・入学金について

２．フローラルこまつ2020について

(1) 市民・企業・学校・各種団体との共創について

・具体的な活動とスケジュール

３．環境保全について

・マツ枯れ対策について

・苗木のスクールスティ

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

出戸　清克○4

7



※　６月13日

一括
一問
一答

１．小松市教育行政について

(1) 来年度からの「特別の教科　道徳」の導入について

・導入にあたっての背景とねらいについて

・評価方法について

・教科書展示会の日程内容について

(2) 学校給食費の保護者負担の軽減について

・子供の貧困が社会問題となっている中で，県内でも保護

者負担の軽減策がとられるようになっている

・学校給食の教育的役割と合わせ，子育て支援としても学

校給食費の保護者負担の軽減に取り組みを求めたい

(3) 教職員の超過勤務時間の改善について

・教職員の勤務時間の実態調査は，どのように進められて

いるのか

・勤務時間の把握には，タイムレコーダーの設置が必要と

思う

２．粟津駅周辺整備について

(1) 粟津駅周辺の駐車場整備について

・地域住民の中に駐車場整備を求める声が大きい。駅前商

店街の活性化，また，ＪＲ乗客利用者を増やすためにも

駐車場整備が望まれる

・蓑輪八幡神社横の自転車駐車場に雨よけの屋根の整備が

必要と思う

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

橋本　米子○5

8



※　６月13日

一括
一問
一答

１．「ごみダイエット50％費」について

(1) 流通方式の見直しとその効果について

・具体的にどう変わるのか。品切れ等の不安は

・実質的な経費効果はどの程度見込むのか

(2) これまでの「ごみダイエット」の実績について

・ごみダイエットの実績は。順調な推移をしているのか

２．小松市営墓地について

(1) 向本折墓地の使用許可開始について

・区画の大きさ，区画数，募集期間は

・無縁墓地の整理に伴う供養のための施設整備について

・合葬式墓地について

・向本折墓地の環境整備について

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

灰田　昌典○6

9



※　６月13日

一括
一問
一答

１．歌舞伎のまち

(1) お旅まつり

・250年祭（エピローグ）を終えて

・行政の関わり方

・今後の展開

(2) 全国子供歌舞伎フェスティバルin小松

・市民参加の取り組み

・歌舞伎に対する考え方

・今後の展開

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

井田 秀喜○7

10



※　６月13日

一括
一問
一答

１．中小企業対策について

(1) 人材確保支援について

・直近の有効求人倍率がバブル期越えと報道され，中小企

　業の新たな担い手の確保が困難になりつつある中，もの

　づくりのまちとして人材確保に行政としてどう取り組ん

　でいくのか

２．北陸新幹線開業に伴う既存鉄道について

・平行在来線について

・粟津駅周辺整備について

３．終末期医療について

・市の見解は

・現状の取り組みと課題について

・当事者等と市民病院の対応について

４．口腔ケアについて

・現状の取り組みと今後の課題等について

・企業等民間の活用について

５．民泊について

・現状と今後の対応等について

・新しい形式の宿泊施設整備に対しての補助について

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

木下　裕介○8

11



※　６月13日

一括
一問
一答

１．松東校下における「新しい学校づくり」を含めた今後のま

ちづくりについて

(1) 仮校舎について

・波佐谷小学校を仮校舎に選定した理由は

・改修の内容はどのようなものか

(2) 新校舎の建設について

・現段階で想定している統合小学校の新校舎の予定地は

・平成33年度にスタートさせる義務教育学校の校舎はどの

ようになるのか

(3) 保育所について

・小松市における教育・保育施設の統廃合及び公立施設の

民営化・認定こども園移行の推進に関する報告書には，

効果的な集団保育を実施していくうえで，統廃合を推進

するとなっているが，時期や場所など今後どうするのか

(4) 地域の団体について

・３校が統合されることによって，連合町内会，校下公民

館，社会福祉協議会，民生委員協議会，体育協会など，

地域には様々な団体があるが，団体の統合について市の

考え方は

２．（仮称）小松駅南ブロック複合施設１階部分内カブッキー

ランドについて

(1) 運営全般について

・（仮称）子どもと市民の学びのゾーンがカブッキーラン

ドとなるとのことだが，（仮称）子育てスマイルステー

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

吉村　範明○9

12



※　６月13日

一括
一問
一答

ションも含めた運営内容は

・ランドもステーションも運営はＴＭＯか。また所管の担

当課はどこになるのか

・民間企業からご寄付をいただき「教育的遊具」を購入す

るとのことだが，どのようなものを購入するのか。また

金額は

・あんしんネットでスクラムを組む他施設と子育てスマイ

ルステーションとの異なった事業は

・子育てスマイルステーション人件費などをこども園，保

育所，幼稚園と市が拠出するとのことだが，カブッキー

ランドすべての人件費を賄うのか。また，何人のスタッ

フを想定しているのか

・利用者数は何人を想定しているのか。また，利用料は。

駐車料は

発　言　通　告　要　旨

吉村　範明○9

順
　
番

質問区分

質問者氏名

13



※　６月14日

一括
一問
一答

１．医療と介護の一体改革について

(1) 国民健康保険制度について

・来年度からの改革である県による財政運営の概要は

・保険税率はどうなるか

・国の財政支援の拡充とは

(2) 石川県地域医療構想について

・地域医療構想策定の経緯と位置付けは

・構想区域と病床数について

・慢性期病床と在宅医療等は

２．「世界で，ふるさとで活躍するひとづくり」について

(1) 土台となる学校教育の充実を

・学校現場の業務改善は

・学力調査について

(2) 学校での労働時間の適正な把握のために

・客観的な勤務時間の記録について

10

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

浅村　起嘉○

14



※　６月14日

一括
一問
一答

１．中学校部活動の休業日について

・通達に至った経過について

・生徒，保護者，教員のそれぞれの反応について

・現在，小松教育事務所管内のみの実施だが，不都合はな

いか

・県レベルでの統一は

２．小松市の水産業の活性化に向けて

・小松市の水産業の現状について

・先ずは，出口戦略が必要

・ニーズと消費を高める施策は

・漁業資源と観光施策について

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

高野　哲郎○11

15



※　６月14日

一括
一問
一答

１．イングリッシュテーブルの展開

(1) イングリッシュテーブルの概要と展開

・新学習指導要領の方向

・期待される効果～地域の文化の把握とアウトプット

・課題と問題点

(2) 実用英語技能検定への考え方

・英語力の客観的な評価

・英語検定料の助成について

２．（仮称）小松駅南ブロック複合施設の全体像について

(1) 小松駅南ブロックの複合ビルのこれまでの流れについて

・これまでの経緯

・民間資本を使ったファイナンスの全体像

・小松市と㈱こまつ賑わいセンターとＳＰＣ会社の関係性

・賃料の妥当性：仮設定で１階から３階を市が所有した場

合との財政投資との比較（ＰＰＰ方式と初期投資への財

政のあり方）

・市のまちづくり施策と民間事業での合同での取り組み

・地方創生を進める人材の育成

(2) 企業誘致の補助金の妥当性

・今までの企業誘致とは変化があり，妥当性の検証は

３．共創の社会を目指して

(1) 老人世帯の見守りと地域の結びつき

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

片山　瞬次郎○12

16



※　６月14日

一括
一問
一答

・地域の気づきこそ一番

・町内会と班，組織での対処法と連絡

・高齢者総合相談センターのことを町内会や婦人会等で周

知を

(2) 防災避難高齢者対策（要支援を含む）について

・高齢化に伴う防災避難者に対する対応

・課題と問題点

(3) 救急医療情報キットについて

・配布の意義（概要と効果）について

・住民主体の地域防災へのきっかけ

・本制度の小松市導入の考えは

発　言　通　告　要　旨

片山　瞬次郎○12

順
　
番

質問区分

質問者氏名

17



※　６月14日

一括
一問
一答

１．小松の農業をどう守っていくか

(1) 今，行政がやらなくてはならないこと

・ストップ，鳥獣害

・農産物の輸送支援（流通促進）

・安全認証取得支援

・農業人材の獲得

・定住促進，遊休農地の解消

２．子供達の登下校時の安全をどう守る

(1) 行政が果たす役割は何か

・連れ去り事件のその後の対応

・安全対策は

・これから通学路の安全整備と抑止策は

３．新幹線用地の取得は大丈夫か

(1) もう時間がないのでは

・現在の状況は

・物件補償は何件残っているのか

・６月末までに取得は大丈夫か

４．小松市のスポーツに対する考え

(1) 東京オリンピック・パラリンピックに向けて

・もっとプロスポーツ大会の誘致を

・オリンピック選手や元オリンピック選手を招き講習会な

どの開催を

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

川崎　順次○13

18



※　６月14日

一括
一問
一答

・スポーツ施設の充実を図れ

５．高齢者の交通事故防止対策について

・高齢者の免許返納の状況は

発　言　通　告　要　旨

川崎　順次○13

順
　
番

質問区分

質問者氏名

19



※　６月14日

一括
一問
一答

１．３年目に入った北陸新幹線について

・開業効果は継続している。本市の効果は

・石川県の魅力は歴史と自然を背景にした文化の厚みであ

るといわれている。全線開業に向けて本市の文化にどう

磨きをかけるのか

２．中京圏との交流人口拡大を図る道路事業について

・白山白川郷ホワイトロードの無料化ないしは更なる通行

料金の引き下げはできないか

・地域高規格道路 小松白川連絡道路の現状について

３．選挙権年齢が引き下げられ，参議院議員通常選挙と小松市

長選挙が行われた。投票動向と今後の課題は

・二つの選挙の投票率について

・今後の課題として，どのように考えているか。具体的な

ものがあればお聞きしたい

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

杉林　憲治○14

20


